
「介護現場の生産性向上という言葉の認識度」知らない：５４%

「介護現場の生産性向上の内容の認識度」　　  知らない：７７%
（R7但馬長寿の郷実施アンケート　介護技術研修参加者121名対象より）　

但馬内でもインカム・見守りセンサー等の導入が進んでいます。

一方で、「生産性向上の取組み＝テクノロジーの導入」だけになっていませんか？

生産性向上の取組みは、働きやすい職場環境づくりのための取組みであり、テクノロジー導入が

全てではありません。「生産性向上」とは何か、その取組みの進め方は、まだ十分に知られてい

ない現状があります。

今回は生産性向上の取組みの立ち上げに関わられた元厚生労働省　長倉　寿子　氏と

自施設で生産性向上の取組みを実践されている、丹波市の特別養護老人ホームもくせい　

施設長　荻野　由美子　氏にご講演いただきます。

「生産性向上とは何か」「取組みに必要なステップは何か」今、改めて確認しませんか？

生産性向上の取組みでお悩みの方、この機会にぜひご参加ください。お待ちしております。

問合せ
但馬長寿の郷地域ケア課  宮本

▼日　時　令和7年12月5日（金）

　　　　　13:30～15:30

▼場　所　但馬長寿の郷  視聴覚室

▼対　象　介護事業所・病院等管理者　　　　　　　

　　　　　職員　福祉用具相談員40人

▼受講料　1,000円

▼申込み　FAXまたは二次元コード

　　　　　　　　　　　から申し込む

研修内容
［  講  師  紹  介  ］

「介護現場の生産性向上とは
　　　　　　　　　～見直しのチャンス～(仮)」

兵庫県立リハビリテーション中央病院　作業療法士　

（元厚生労働省老健局　厚生労働事務官）

　　　　　　　　　　　　　　　　長倉　寿子　氏

「今聞くべき　現場のリアル（仮）」
特別養護老人ホーム　ふれあいの郷「もくせい」　

　　　　　　　　　　　施設長　荻野　由美子　氏　
申し込み用
二次元コード

但馬長寿の郷　令和７年度福祉用具研修会




